








研究方針 

 臍帯断端遺残部の細菌相を把握する為に各研究協力者の施設で出生した新生児の臍帯断

端遺残部の菌を,界面活性剤ペレテックス含有の pH7.9 緩衝液にひたした swab で採取し

transwab 培地で分担研究者施設・国立岡山病院に郵送し,臨床細菌学専攻の佐藤幸一郎医

師の技術協力により,ml あたりの総好気性菌数,St.aureus 菌数,St.epidermidis 菌数,腸

gram 陰性菌数,Enterococcus 菌数,G.B.S.菌数,その他諸菌数,総嫌気性菌数を測定した。培

地は 5%羊血液寒天培地,Mannit 食塩培地,McConcky 培地,S.F 培地,Brucella 血液寒天培地

を用いた。 

 またこれに先立って Transwab を本研究の輸送培地として使用しうるや否やをあわせて

検討した。 


